
14:00-14:05 開会の挨拶 一般社団法人北海道産学官研究フォーラム 理事長 三上隆 
 
13:35-14:30 基調講演「モビリティ革命と日本版 MaaS の展望」 

一般財団法人計量計画研究所 研究本部企画戦略部長 牧村和彦 氏 
1990年一般財団法人計量計画研究所（IBS)入所。 
東京大学 博士（工学）。筑波大学客員教授、神戸大学客員教授。 
都市・交通のシンクタンクに従事、将来のモビリティビジョンを描く
モビリティデザイナー。内閣官房未来投資会議、官民連携協議会など
に参加。経産省スマートモビリティ推進協議会企画運営委員他。 
代表的な著書に、「MaaS～モビリティ革命の先にある全産業のゲーム
チェンジ（日経 BP）」、｢バスがまちを変えていく～BRT の導入計画作
法（IBS出版）｣、「交通まちづくり～地方都市からの挑戦（共著、鹿
島出版）」、「モビリティをマネジメントする～コミュニケーションに
よる交通戦略（共著、学芸出版社）」、｢2050年自動車はこうなる（共
著、自動車技術会）｣等多数。 
 

15:05-15:15 休憩 
 
15:15-16:55 パネルディスカッション「MaaS が北海道の未来をどう変えるのか？」 
 

パネリスト 株式会社未来シェア会長（札幌市立大学理事長・学長） 中島秀之 氏 

十勝バス株式会社 代表取締役社長    野村文吾 氏 

株式会社ドーコン 交通事業本部交通部長   澤充隆 氏 

一般財団法人計量計画研究所 研究本部企画戦略部長  牧村和彦 氏 

コーディネーター 北海道大学大学院工学研究院 准教授   岸邦宏 氏 
 
16:55-17:00 閉会挨拶 

 

【開催趣旨】 
これからの北海道の総合交通体系の構築に向けて、MaaS（Mobility as a Service）をしっかりと理解

し、いかに地域の活性化や発展につなげていくかが重要となっております。そこで、当フォーラムでは MaaSに
関するシンポジウムを企画致しました。基調講演に一般財団法人計量計画研究所研究本部企画戦略部長の牧村
和彦氏をお迎えして MaaSの全体像について伺うとともに、道内で取り組まれている有識者の方々と MaaSが北
海道の未来をどう変えていく可能性があるのかについて議論します。 

 

 【開催日時】： 
2019年 12 月 13 日（金）14:00～17:00 (受付 13:30～) 

 【 会 場 】： 北海道大学 学術交流会館 第 1会議室  札幌市北区北８条西５ 

【プログラム】: 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 参 加 費 】： 一般…3,000 円  /  主催・共催団体の会員、官公庁、自治体…2,000円 

【 主 催 】 ： 一般社団法人北海道産学官研究フォーラム 

【 共 催 】 ： 産学官 CIM・GIS研究会、特定非営利活動法人 Digital北海道研究会 

【 後 援 】 ： 

（ 依 頼 先 ） 

北海道経済産業局、北海道開発局、北海道運輸局、北海道、北海道経済連合会、 

北海道商工会議所連合会、北海道観光振興機構、一般社団法人建設コンサルタンツ協会北海道支部、 

公益社団法人土木学会北海道支部、一般社団法人北海道建設業協会、日本写真測量学会北海道支部、 

札幌商工会議所 

【 連 絡 先 】： 一般社団法人北海道産学官研究フォーラム 担当 藤原 E-mail：info@h-sangakukan.jp 

【お申込み】： お申込み・詳細は下記アドレスをご参照ください。 

https://h-sangakukan.jp/events/2635 

交通イノベーション・シンポジウム 

｢MaaSが北海道の未来をどう変えるのか？｣ 

 

 

 



 

【参加者】 

参加者氏名 部署・役職（省略可） 

  

  

  

  

 

【ご担当者】 

会社・ 

団体名 
 

会員 

区分 

□一般・非会員 

□主催・共催団体の会員 

□官公庁・自治体・独立行政法人等 

住所 
〒 

 

E-MAIL  TEL  

担当者 

氏名 
 

部署 

（省略可） 
 

 

【お支払い方法】 

お支払い方法

をチェック☑ 

□会場支払い（当日領収書を会社名にてお渡しいたします） 

□銀行振込（請求書不要）           □銀行振込（郵送の請求書が必要） 

銀行振込先：北洋銀行 北 7 条支店（普）4100507 一般社団法人北海道産学官研究フォーラム ｼｬ)ﾎｯｶｲﾄﾞｳｻﾝｶﾞｸｶﾝｹﾝｹﾝｷﾕｳﾌｵｰﾗﾑ 

【自由連絡欄】請求書・領収書の宛名について（通常は会社名宛としております）、送付先について等、要望がございましたらご記入下さい。 

 

 

お申し込み方法 

 

   

 

 

交通イノベーション・シンポジウム      2019年 12 月 13日（金）14:00～17:00 

｢MaaSが北海道の未来をどう変えるのか？｣ 参加申込用紙    (受付 13:30～) 

FAX:011-299-5070 E メールでのお申込みは必要事項を本文に記入にて 

info@h-sangakukan.jp まで送付下さい 

ご記入いただきました情報は、今回お申込みいただいたセミナー手続き、今後開催するセミナーに関する 

情報提供の際に使用させていただく場合がございます。 

Web フォームから 

FAX E-MAIL から 

下記アドレス記載の Web フォームより お申込下さい 

https://h-sangakukan.jp/events/2635 

参加申込用紙または本文に必要事項をご記入の上、下記宛に送信下さい 

FAX 011-299-5070  E-MAIL info@h-sangakukan.jp 
詳細・WEB 申込ページ 

主催：一般社団法人北海道産学官研究フォーラム 共催：産学官 CIM・GIS 研究会、特定非営利活動法人 Digital 北海道研究会 

（お申込み完了メールのある webフォームからのお申込みが確実となっております） 



  これからの北海道の総合交通体系の構築に向けて、MaaS（Mobility as

a Service）をしっかりと理解し、いかに地域の活性化や発展につなげて

いくかが重要となっております。そこで、当フォーラムではMaaSに関す

るシンポジウムを企画致しました。基調講演に一般財団法人計量計画研究

所 研究本部企画戦略部長の牧村和彦氏をお迎えしてMaaSの全体像につい

て伺うとともに、道内で取り組まれている有識者の方々とMaaSが北海道

の未来をどう変えていく可能性があるのかについて議論します。

基調講演：｢モビリティ革命と日本版MaaSの展望」
一般財団法人計量計画研究所 理事 兼 研究本部企画戦略部長 牧村 和彦 氏

開催会場　北海道大学 学術交流会館 第1会議室
  参加費　  一般…3,000円　/ 主催・共催団体の会員、官公庁、自治体…2,000円 

パネルディスカッション「MaaSが北海道の未来をどう変えるのか？」
2019.12.13 (fri)  >> 14:00 - 17:00

主催：一般社団法人北海道産学官研究フォーラム　  共催：産学官CIM・GIS研究会、特定非営利活動法人Digital北海道研究会

コーディネーター 北海道大学 大学院工学研究院 准教授 岸 邦宏 氏

株式会社未来シェア 会長
札幌市立大学 理事長・学長 
中島 秀之 氏

十勝バス株式会社
代表取締役社長
野村 文吾 氏

株式会社ドーコン
交通事業本部交通部長
澤 充隆 氏

一般財団法人計量計画研究所　
理事 兼 研究本部企画戦略部長
牧村 和彦 氏

パネリスト パネリスト パネリスト パネリスト

お申し込み・詳細はWebにて  ＞＞  https://h-sangakukan.jp/events/2635

MaaSが北海道の未来を
どう変えるのか？

交通イノベーション・シンポジウム

（札幌市北区北8条西5 JR札幌駅から徒歩10分） 


